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行ったこと

・ターミナルアトラクタの定式化の見直し
・RC-RBFNの具体的な適用先の検討
・RC-RBFNの 2変数 (多変数)への対応



3/7

ターミナルアトラクタの定式化の見直し

ターミナルアトラクタ
あるシステムが最終的に安定した学習結果に収束する，ターミナ

ルアトラクタの概念を適用して，望ましい学習回数で平衡解へ収束
するように修正されたシナプス可塑性方程式を以下のように定める．

図 1: TA を適用したシナプス可塑性方程式
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ターミナルアトラクタの定式化の見直し

rは任意の奇数という定義がされていたが，数値実験では rの値
によっては振動する場合がある．また，rを偶数で設定した場合で
も奇数の場合と同様な収束結果を示したため，rの定義の見直しが
必要となる．

図 2: r の値による収束結果の比較
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ターミナルアトラクタの定式化の見直し

ターミナルアトラクタの原著論文やほかの引用している論文を読
んでみても図 1に示すような Lyapunov関数の定義は行われてな
かった．そのため，経験則で r = t∗log36 と再定式化し，数値実験を
行った結果を図 3に示す．

図 3: 新たな r による学習回数別の結果
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RBFネットワークを用いた研究の例

RBFネットワークと Particle Swarm Optimizationによる統合的最適
化 (北山ら，2008)
与えられたデータ点から関数空間を近似する応答曲面を作成し，

その応答曲面に対して最適化手法を適用することで最適解を求解
する．

強化学習を用いた高次元連続状態空間における系列運動学習―起き
上がり運動の獲得―(銅谷ら，1999)
強化学習を用いて，ロボットが高次元状態空間中における運動学

習を行うための手法，主に評価関数の近似方法についての考察を
行う．
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これから行うこと

RC-RBFNを組み込む機械学習の手法の検討
多変数 RC-RBFNに改良
本論執筆


